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3．1 は じ め に

　 チ ＝ ウ積平野 と い う術語 は ， 元 来は alluvial 　plain の 訳

語 で ，河川 タ イ積物よ りな る平坦な低地を意味 して い る 。

した が っ て ， 現在 で は 段丘 化 して い る 過去 の 河成面も含ま

乳 る が，日本で は 慣用的 に チ ュ ウ 積層か らな る平野を チ 、．

ウ積
’
ド野 と呼 ん で い る 。 そ の た め ， チ ＝ウ積平 野 に は ， 河

成の 平野ばか りで な く，海 の 影響 も強い 三角州や 海岸平野

も含 まれ る。

　チ ＝ウ積 層 の 定義 に も諸説 が あ る 。 こ こ で は ，過去約

20，
｛〕1）O 年 ぐらい の 間に形 成 された 地 層 を チ ；ウ積層と呼ぶ

こ とに す る。 す な わ ち，ウ ル ム （WUrm ）氷期の 最大海面

低下期 まで に 形 成 され た 河 谷 （しば しば 河岸段 丘 を 伴 う）

や ， そ の 後の 海進期 （有楽 町海進）に 形成 された 波食台を，

海面 の 上昇に 伴 っ て 埋 積 して い る 地層を意味す る 。

　 チ ＝ウ積平 野 の 地 形は ，チ ュウ 積層 の 最上 部か らな り，

河川や海 の 営力 の 最も新 しい 時代 （チ ュウ積世＝完新世 の

末期，過去 2，e   年 ぐらい 以内の 時代）に お け る作用 に よ

っ て つ くられ て い る。しか し，
チ 、・ウ積 平 野 の 地 形 の 形 成

過程は ， た か だ か 2ρ0  年間程度の 地 史を検討す れ ぽ理解

で きる とい うもの で は な い 。 現在 の 地 形 が 形成 され 始め た

時の 状況 ，
い い か えれ ぽ ，現在の 地 形 を 形成 して い る タ イ

積物がどの よ うな地形 （水域も含め て ） の と ころ に タ イ積

し始 めた の か を理解 し なけれ ばな ら な い 。 ま た，
“
その 前

の 地 形 は
”

とい うよ うに ，順次 さ か の ぼ っ て 地 史 が編 まれ

ない と， チ ュ ウ積
’

ド野 の 地 形 の 形 成過程 は 理解で きな い 。

す な わち，チ ＝ ウ 積平野 の 地形 の 研究 は ，チ ； ウ積層 の タ

イ積過程 の 研究 と切 り離 して は 考 え られ な い 。

　一方 ，
チ ュ ウ積平野 の 地形 とチ ＝ ウ 積1曽の タ イ積過崔が

関係づ け られれば ， 現在の チ ＝ウ積平野 の 地形か ら，
チ ュ

ウ積層 の タ イ積過程 の 推察が 可能 に な る 。 そ の 結果 は ， 支

持地 盤 ま で の 深さと，そ の 上部に の る 地層 （チ ＝ウ積層）

の
．1生質を問題 とす る地盤 調査に 有効 な情報を もた らす 。 こ

二 で は ， チ ュ ウ 積平野 の 地 形 と地 盤 との 関 係 に つ い て，こ

れ．まで 明 らか に なって い る こ とを 中心 に の べ る こ と に す る。

3，2 チ ュ ウ積平 野 にみ られる微地形とその 構

　　　成物質

　チ ュ ウ 平野 に は さ ま ざ ま な タ イ プ が あ るが
1）（図

…3．1），

基本的な タ イ ブ は ， 河 川 が 山 地 を離れ て か ら も長い 流路 を

と り， 内湾 に 注 ぐ河［恥こ み られ る （図
一3，1の A ）。 濃尾平

野，関東低地 な ど の 大 規模 な平野 が そ の 例で あ る 。 大規摸

な平野は ，上 流部 よ り扇 状地地帯 ， 自然堤防地帯 ， 三角州

地帯に 区分され る の がふ つ うで あ る 。

　扇状地地帯 は 各河川th：［［1地 を離れ る と こ ろ を 頂部 とする

半円すい 状 の 地形 で ， お もに 砂 レ キ 層か ら な る。 平均 コ ウ

配 は 山間部 の 盆地 に み られ る もの を 除けぽ，ほ ぼ 20／1，
00 

以 下で ，扇端部で は 1〜2
，

／1，00  前後とな る。 扇状地地帯

の 等高線は 模式的 に は 同 心 円状 を な すが ， 詳細に み る と比

＊
昭 和 4（膵 東京 都立大学理 学 部地理学科卒業

　現在　東 京都立 大学理学部地 理学教室

　研究分野　チ ュウ積低地 の土 地条件

　著書　都市の 自然環境 （執 筆分担 ）（鹿島出版 会）

　 　 　 地域の 計量 と評価 （翻 訳分担 ）（鹿島 出版会）
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（古い 岩石）　〔第三紀層）　（洪積騷｝　一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チュウ積低地

図
一3，1 い ろ い ろの タ イ プ の 海岸 とチ 昌 ウ磧低地 の 模 式図

　 　 　 　 （吉川 ほか 1973に よる）
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高 1〜2m の 小 さな 凹凸 が あ る 。

　 凸部 は 砂 レ キ 掃流河川 に み られ る 中州 と同 じ成 因 を 持 つ

砂 レ キ の タ イ 積面で あ る 。 こ の 部分 は ， 流路 と して 形成 さ

れ た と きに は 砂 レ キ 質で あ る が，流路が移動 して か らの 洪

水 で タ イ 積 し た とみ られ る 砂 や シ ・レ トか ら な る 1よん らん タ

イ 積物 を 1〜2m 前後の せ て い る こ とが 多い 。

　 凹部 は 網状流 を な して い た 川の 低水路 の 跡で ，下流 の 方

へ は 自然堤防地 帯 の 旧 河道へ と連続す る こ とが 多い 。 乙 の

凹地は ．流路が放棄され た 後 の は ん らん タ イ 積物で 埋積さ

れ て い るが，層厚は わ ず か で あ る 。

　 谷 底平 野 の 幅 が狭 い と ぎに は ，半 円 す い 状 の 扇 状 地 は 形

成 されず，砂 レ キか ら な る 谷 底平野 が 形 成 さ れ る 。 これ を

扇状地性平野 と呼 ん で い る 。

　 自然堤防 地 帯は，自然堤防，後背湿地，旧 河道 か らな P，

河 は ん （畔）砂丘 が仔在す る こ ともあ る 。

　 自然堤防は ， 河道 が は ん らん す る際 に 流路か らあふ れ た

水 流 が 流速を失うた め に 沈積 さ せ られ た 洪水 タ イ積物 か ら

な る 。 河川に よ っ て も異 な る が，砂 な い し シ ル トか らな り．

後背湿地との 比高は 数 10　cm な い し数 m で あ る 。

　 後背湿地 は 自然堤防問や，自然堤防 と台地 も し くは 山地

間 の 低地 で あ る n．洪水時 に は 湛水 し，泥層 が 沈積す る と こ

ろで ある 。 こ こ は ，湿地や 沼沢地 に な りや す く，泥炭層が

分布す る こ と も多い 。 自然堤防 と後背湿地 の 比高は ，扇状

地地帯 に 近 い ほ ど大 き く，三 角州地 帯に 近 づ くほ ど小 さ く

な る D 後背湿地 の タ イ 積物 の 厚さも上流 よ り下 流 に 行 くに

した が い 薄 くな る o

　 旧 河道は
， 扇状地 地 帯か ら続 く流路 の 跡で あ る 。 曲流す

る こ とが多く，現 河道沿 い に は，自然あ るい は 人工 に よ る

流 路 の シ ョ
ー トカ ッ トに よ っ て 残 され た 旧 河道 も ある 。 旧

河 道 は 河 床 タ イ積物 で あ る砂 も し くは レ キ混 じ り砂 か らな

る が，最上部は 河道 が放棄 された後に タ イ積 した 1 〜3m

前 後 の 泥 層 か らな る。

　 三 角州 地 帯 と 自然堤防 地 帯 の 境界 は一一
般 に は 明 りょ うで

は な い
。 ふ つ う自然堤防 の 分布ボ 悪 くな り，河川の 分流ボ

み られ る よ うに な るあた りを両 地 帯 の 境界 と し て い る 。

　 三 角州地帯 は 河 口 部に 形成 さ れ る低平 な 砂泥質の 土 地 で

あ る 。 三 角州 の 海岸線の 平 面 形 は 河 川 の 運 搬物質 の 量 と海

の 作用 （波浪，沿岸流 潮流等）の 大 き さに よ り異な る 。

河用 の 運搬物質量が多く，海の 作用 が 弱 い と きに は 鳥趾状

の 形態 を 示 す 。 河 口 付近 で は 砂 層 か らな る高 ま りが，河道

の 延長上 の 水中に形成 さ れ ， 離水後は 自然堤防の 核 となる 。

海 の 作用が大きい と ， 河川 の 運搬物質は 海中を再移動 し て

弧状 も し くは 直線状 の 海岸線を 形成す る 。 口本 の 三 角州 で

は ， 有楽町海進に よ っ て 平野 の 奥部まで 海没 して い た時代

（数千年前）に は 鳥趾状 の 三 角州 が 成長 して い た と 考 え ら

れ る が ， 内湾 が 埋 立 て られ る に した が い
， 弧状 も し くは 直

線状 の 海岸線 を 持つ 三 角州が形成され る よ うに な っ た と考

え られ る
2〕

。
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　大規模 な チ ニ ウ 積平野 で は ，海岸 f’」近 に 有楽町 海進の 極

相期前後 （約 6，000 年前） に 形成 され た 波食台か ら な る海

岸平野を伴う こ とが 多い （図一3，1の B ）。 こ の 波食台は，
一一
般 に は チ ＝ウ 積 平 野 を と りま く未 固結 な 洪 積層 か らな る

台地 の 前面 に 広 く分布 す る 。 海岸平 野 は 微高地 を 示 す何列

か の 浜堤 と、浜堤間の 低地 か ら な る 。 浜堤は お もに 砂 層か

る な る が ，レ キ 層か らな る 砂州ボ．発達 し て い る こ と も少な

くな い 。 堤 間 低地 ｝L ｝t薄 い 泥層が 分布す る 。 浜堤 が 台地を

きざん で い る谷 の 出 冂 を ふ さい で い る こ と が 多く，その 背

後の 谷 底低 地 で は 湿 地 や 沼沢地 が 形成 され，泥炭が 分布す

る （図
一3，1 の C ）。

3，3　海面 変化とチ ュ ウ積層 と埋没地形

　 チ J ．ウ 積平野 の 微地形 か らは 表層数 m 程度の 地 盤の 状態

を推察で き る に すぎな い 。 農学的土壌 や土質 を あま り考慮

しな くて よい 軽量構造物 の 地盤を問題 とす る場 含に は ， 微

地 形 を構成 して い る タ イ 積物を検討すれば こ とttlた りるで

あ ろ うが，重量構造物に つ い て は ，よ り深 い 地 盤 の 性 質 が

重要 で ある 。

　 チ ュ ウ積平野 の 形成 に は 数万年 の 歴史があ る 。 ウル ム 氷

期の 最大海而低
．
ド期 ま で は ，海 面低

．
トに 伴 う浸 食 に よ り，

ft　．一ウ 積1曽の 下底の 地形 （い い か え れ ば，チ ュ ゥ 積層の い

れ もの ）が で きた 時代 で あ り，そ の 後は ， そ の 地 形 を チ ＝

ウ 積層が 埋 め た 時 代で あ る。チ ュウ 積層の 厚 さ と岩相は，

お もに 海面変化 と河川 の 運搬物質 に よ り決 め られ て い る。

　 氷河の 消長 に 伴う海面の 変化 の 研究は ， 世界各地 で 行な

わ れ て い る が，か ならず しも，一
致 した 結果 が得 られ て い

る わけ で は ない 。 日本 に お け る研究 で も同様 で あ る が，以

下 の 諸点 は ほ ぼ 共 通 して い る 。   ウ ル ム 氷期 の 最大海面低

下期 に は海面高度は現在 の 海面高度 よ り ユ00m ほ ど低下

して い た。  そ の 後の 海進途 中で は ，10，000 年前頃 に 海面

の 小下降期 が あ っ た 。   こ の 小下降期 ま で の 海進で は 何回

か の 海面 の 昇降が は さ まれ るが ， 小下降期以降は ，海面は

比較的 ス ム ーズ に 上昇して い る 。   5，000〜6，00  年前頃に

プ ラ ス 数 m の 最高海水準期 が認 め られ る （世界的 に み る と♪

これを支持す る 研究者 は 少 な い が ， 日本で は ほ とん どの 研

究者 が 認 め て い る ）。

　チ ）一ウ積層 の 岩相 に は ，有楽町海進 の 海面変化が反映さ

れ て い る 2）
（表

一3、　1）。 チ ＝ウ積層が 基底 レ キ 層 ， 下部層 ，

上 部層 ， 頂部層に 細分 で きる こ とは 各地 の チ ュウ積平野 で

共通 して い るo

　基 底 レ キ 層は ウ ル ム 氷期 の 最大海面低下期の 頃 に タ イ積

した 砂 レ キ 層 で あ る 。 河床 も し くは 扇状地性の タ イ積相を

示 して い る 。

　下部層は
，
10

，
    0年前頃 の 海面の 小下降期頃まで に 形成

され た砂泥互層か らな る 。 そ の 頂面の 高度は ， 臨海部か ら

内湾 に か けて は
一40m 前後 を示 し ， 内陸部 で は しだ い に

高 くな っ て い る 。 砂層 の N 値は 20 以上 で ，
50 を越す こ と

土 と基礎 ，
22− 3 （193）
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表一3、1　 目本 各地の チ ＝ウ積層 と埋 没 地形

絶対年代

Y．B．P．
チュ啾

層区 分

津軽十三湖地域　仙台湾周辺

（小貫 IIか 19尉　恨谷隅 71
梧椡11低地

唄 壕
・
森山196田

蘇 低地

睡田松 謝

直尾平野

〔占
』
トII［972i

大阪
」
ト野北西部

瞳 田
・前田L瞞

頂部層
　1

ヒ部砂 レ キ層

一．一一・幽一．幽」’・9．．一一一＿

ヒ離層
　 nrl1

部シ
1」1部層

　　　　　 上部枯上・砂層

上嬲 層 け黼

　 　 　 　 　 1

　　　　　1
　　　　　　 中繍 ．矚

頂部砂 レ嘱

　　頂部溺

　卜翩
・
層

　1・部黼

中圏1砂 レ棚

　卜諦泥．曁

下灘 レ裾

基底レキ層

最上部陸晒

〔祐土、シル ト渺、
砂レ キ．泥炭 1

　 ヒ部鯛

　 ヒ都泥層

　1十」聞砂屑

南陽層上部
1砂・シ ル ト・泥脚

南陽層F部
．
：怙土ツ

・レ 日

5．ooo

lo．細

i5．o

zoo吩

r

下部砂泥層
漉尾層
：砂泥彑層：．

嘛 轍 層

’
卜部砂レ 糖

千 ，慚 層下齷

鄲粘土渺 レキ
．
1

下部層
　 旧

，．雫響幽一一

某 底
レ キ腎

　 w

　　　　　　 E

鴨嬲 レ繍 土・

冒rr−一一一−一冒匿冒一一齢一幽一一．．一一

五听1順 レ キ層 下緲 レ キ層

　 　 　 　 　 　 1

鞍 レキ．層 第 1 レキ層

＋ mm ±

．1
一5卯一15mo

−−5m5
−−LOm

　　 　 零
o−−IOm埋　淀

雌 台
嬖
下位

一
田
一一

鋤m

一20、−3D皿
一30−−40m

一20m±
　 埋

現没

海地

岸 形

線 と

付上

上位

一
一

〜Om二 一
蜀
〜−40m 一3う一一皿皿 一30−−35阻 　　 　 ＊−2じ〜一巳Om

一30m ：埋 葭

河 岸

段 丘 唯
一5ト ー6Dm 一

釦酵 以下
一
40
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も多い
。 泥層は 腐植物を含み ，1＞ 値 は 10〜1．　r） を 示 す こ と

が 多い 。

　上 部層は ，その 後の 海進 に 伴う タ イ 積物 で
，

ノV値 0 〜5

の 軟弱な海成泥層とそ の 上部に の る三角州性 の 砂 層か らな

る 。 ．h部層の 砂層 （
．．
般 に 上部砂層とい わ れ て い る砂 層）

の うち 現在の 海岸線付近 に 形成 され て い る もの は ， 頂部層

と形成時期が 同じで あ る が，岩相か らみ て．E部 層 に 含 め て

お く。 上 部層 の 頂面高度は 現在の 海面高度付近 に あ る 。 上

部層 と下部層 の 間に は
， 海面 の 小下降期 に 形成され た砂層

や レ キ 層が み られ る こ と が あ る。

　頂部層は 上部層を お お う陸成 層で あ る 。 お もに，有楽町

海進 の 極相期頃 よ り現在ま で の 問に 前進 して ぎた 河川 タ イ

積物 や 後背湿地 タ イ 積物か らな る 。 砂 レ キ 層，砂層，泥層，

泥炭層など， さ ま ざ まな岩相 を示す 。

　 チ ュウ積層の 基 底 を な して い る地 形 に も海 面 変 化 が 反映

され て い る 。 チ ＝ウ 積層 の 益底 の 地形 は ， 埋没谷底， 埋 没

河 岸段丘 ，埋没波食台，お よび これ らの 埋 没平坦 面を 限 る

埋 没斜面 か らな る 。

　埋没谷底 と埋 没 河岸段 丘 は ， ウル ム 氷期 の 最大海面低下

期 ま で に ，海画の 低下 に よ る 河川 の ド刻に 伴 っ て 形成 され

た 谷底 と河岸段 丘 が埋 積された もの で あ る 。 埋没谷底面 は

臨海部で は
一70〜− 10  m に あ る。 発達 の よ い 埋没河岸段

丘 は ，臨海部 で は
一2 〜− 40m に 分布 し，その 頂面 は，

チ ，t ウ積層の 下部層の 頂面高度 よ りも
一

般 に 高い 。 とこ ろ

に よ っ て は ， 分布は 狭 い が よ り下位の 段 丘 面 が存在す る こ

と もあ る。

　埋没波食台は ， 海岸 に で ぎた 波食台が 埋没 した もの で
，

− 2 〜− 30m に 下位面 が あ り，  〜− 10　m に 上 位面 が あ

る 。 下位 面は ，有楽町海進途中の 海面上 昇の 停滞期 に 形成

され ， 上 位面 は 海進 の 概相期頃に 形成 され た 。

3．4 埋没谷の縦断方向沿い の チ ュ ウ積層の 岩

　　　相変化

　図
一3，2 は 多摩川低地 に み られ る埋没谷底沿 い の 地質断

面 で あ る％ 　こ れ は チ ュ ウ積
’IL野の 地 質断面 と して は 模 式

的 な例 で あ る 。 地 表の 地 形 は，No ．1〜6 が 扇状地性低地，

No ．6〜14 が 自然堤防地 帯 ，
　 No ．／4 よ り下流部が三 角州

地 帯 で あ る。

　扇 状地 性 低地 で は ， チ ュウ積層の ほ ぼ全層 が砂 レ キ 層か

らな る。基底 レ キ 層の タ イ積時代か ら頂部層の タ イ積時代

まで ， 扇状地性 の タ イ 積環境が継続 して い る こ とが示 され

て い る 。

　自然堤防地 帯は ， 上 部層が分布す るか 否か に よ り上位 と

下位 に 2 分で きる 。 No ．6〜9 付近 が 上位で ，頂部層が厚

い の が 特徴 で あ る 。 頂部 層の 厚 さ は 標高とほ ぼ等 しく，い

わ ゆ る表 層 タ イ ブ の 軟 弱 地 盤 を形 成 して い る 。 頂 部 層は，

お もに 泥層 か らな る が，横断方向の 断面に は ，か つ て の 河

道沿い の タ イ積物 で あ る レ ソ ズ状 の 砂層や レ キ 層が み られ

る。No ．1  付近 か ら 14 に か けて の 下 位 で も ， 上 部 層の 頂

十30
十20
十10

一10
− 20
− 30
−40
−50
−60
−70

十 30

十20
十 IO

　 o
− lu
−LtO
−3e
−40
−50
− 60
− 7e

図
一3．2 模式的な地 形の 配列を示 すチ ＝ウ積 平野 の 地 質縦 断面 の 例 （多 摩 川低 地 の埋 没 谷 沿 い の

　 　 　 断面，松田 ：1973 に よる ）　UA ：頂部層 US ・UC ・MS ：上部層 LC ： 下部層

　　　　BG ：基底 レ キ 層　BR ：基 盤岩 　図 の 凡例は 図
一3，3 と同 じ
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面高度 が Om 付近 に あ る の で，頂 部 層の 厚 さは 標高に ほ

ぼ等 し い 。

　三 角州地帯で は ， 頂部層 は ほ とん ど分布 し な い が ， 十

拓 ・埋 立 地 で は 埋土 や 盛土 が厚 くな る 。 ま た 下部層 ， 上 部

層 と も厚 く， 自然堤防地帯とは 異 な る浅層 タ イ プの 軟弱地

盤地 域 と
．
な っ て い る 。

3，5　河川に よ るチ ュ ウ積層の 岩相の 違い

　3、2〜3、4 で は 大河川 の 形成す る チ ュウ積平野 を 例 に と

っ て ， 海面変化 との 関係か ら，チ ュウ積層の 岩相に つ い て

の べ た が，河川へ の 供 給物質が 異 な っ て もチ ュ ウ積層 の 岩

相 が 異な る （表一3．2）。

衰一3．2 河川 の 供給物質 とチ ュウ積層り岩相 との 関係

羸こ罐雰 ・

質 に よる　＼　 　 　 　 　 　 　 基底 レキ 層
河川 の 分類　 ＼

泥
供

，
を

川

砂

物
河

卩
合
る

キ

混
す

レ

の

給

　
A

　 砂，泥の 混合
B 物 を供給 する
　 河川

　 ほ とん ど泥 し
C か 供給 しない

　 河川

厚 い砂 レ キ 層

薄 い 砂 レ キ層

もしくは 砂層

薄い 砂層

　 皿

下 　部　層

砂層 と泥層の

互層

腐植物に 富む

泥層

臠植物に 富む

泥 層

　

層

∬

部

　

上

海成泥 層お よ

び砂 層

海成泥 層お よ

び砂 層

海成泥層

　 　 1

頂　 部　層

　　レ キ ， 砂 ， 泥 の 混合物を供給す る 河川は起伏 の 大 き い 山

地に 源を持つ 河川 で ，す で に の べ た 。

　 砂 と泥 の 混合物 を供給す る 河川 は ， 砂層や泥層 を主 とす

る 第il紀層や洪積 1曽か らなる 丘 陵地や台地 に 源 を 持つ こ と

が多い 。 また ，泥層を主 とす る 丘 陵地や 台地 に 源 を 持つ 河

．川 は ，ほ とん ど泥 しか 供 給 され ない 。 こ れ ら の 河川 が 形成

した 谷底低地に み られ る チ ュ ウ積層 に は 基底 レ キ 暦が ほ と

ん ど分布せ ず，また 下 部層 の 発達 もよ くない 。 それ に ひ き

か え，有 楽 町 海進 に よ り海没 した 下流部 で は 泥質 な上 部層

が ， 海没 しな か っ た 上流部で は 泥質な頂部層が チ ュ ウ積層

の ほ とん ど全層を 占め る 。 谷底低地 は 湿地や沼沢地 に な っ

て い る こ とが 多 い 。 自然 堤 防 が 形成 され て い る 場 合もあ る

が ， 砂質シ ル トも しくは シ ル トか ら な り， 後背湿地 との 比

高も小 さ い 。 こ の よ うな河 川 に み られ る チ ＝ウ積層の 例 と

して ， 鶴見川 低 地 の 地 質断 面 を 図一3．3 に 示 した ％

3．6　チ ュ ウ積平 野 の 地形と地盤 との 関係

砂 レ キ層，砂層，
泥 層，腐植土 層

も しくは 泥炭層

砂層，腐植 物に

富む泥層，腐植
土層 もしくは泥
炭層

腐植物に 富む 泥

層，腐植土層も
し くは 泥炭 層

　基本的な形態を示す チ p ウ積平野 の 地盤 の 構成 は，これ

まで の べ た よ うに 河川の 縦断方向に み られ る 地形区 ご とに

推察す る こ とが可能で ， 表
一3，3 の よ うlcま とめ られ る。

こ れは ，埋 没谷底 に 沿 っ て，チ ュ ウ 積層が もっ と も厚く発

達す る場合 に つ い て の べ た もの で ，埋没河岸段丘 や 埋 没 波

食台などが あ る 場合 に は ，その 頂面以上 の チ ュ ウ積層し．か

衷一3．3 チ ュウ 積平野の 地形地区お よび 埋没地形と，チ ュウ積層分布 との 関係
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図
一3．3　お もに泥 しか供給 しない 河 川 の地 質断面 の 例 （鶴見川低地の 第三 京浜道路沿い の 断面，

　　　　松田 ：1973に ょ る）　 UA ：頂 部層　UC ：上 部層　BG ：基 底 レ キ層

　　　　 1 ：盛士　2 ：腐植土 ， 泥炭　3 ：泥　4 ：砂質シ ル ト　 5 ：砂 　6 ：砂 レ キ

　　　 　 7 ：関 東 卩 一ム　 8 ；基盤岩 　 9 ：貝化 石 　10：廊植物

88 土と基礎 ， 22− 3 （193）

N 工工
一Electronic 　 Library 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

存在しな い 。 した が っ て ， 横断方向の 地盤 の 構成 の 変化 は ，

埋 没 地形 と の 関係で 決 ま るの で ，平野 の 地形 か らは 読み と

る こ とは で きな い （表一3、3）。 埋没地形 に よ っ て 決定 され

る い くつ か の 地 盤 の タ イ プ ボ 存在す る とい う判断 が つ くだ

けで あ る 。

　重量構造物の 支持地 盤 とな り うるの は ，埋 没 谷底上 で は

墓底 レ キ 層 も し くは 下部砂層 rlT ，）D 固結 した 砂 層 と ， そ の 下

の 基盤岩，埋 没 河 岸段 丘上 で は 段 ff一を構成 して い る砂 レ キ

層と そ の 下 の 基盤 岩 1 埋没波食台 Eで は 波食され た 基盤岩

で ある 。 た だ し，某盤 が 洪積層の 場 合 に は ， 未固結 な 粘土

層 があ り，必 ず し も攴持地 盤 とは な ら ない の は もちろ ん で

あ る 。 こ の 場合は 別 と して ， 埋 没 平坦 面を限 る埋没段丘 崖

や 埋 没谷壁 を境 と し て 支持 地 盤 ま で の 深 さが 急変す る こ と

は 注 意せ ね ば な ら ない 。 と くに
， 鉄道 ， 道路，堤防などの

長大な構造物で は ，埋 没地 形 の 境界付近で ，ヒ ズ ミが発生

しや す い 。 また，地 震 時 に は ， こ の 境界をは さん で 振動 が

異 な る こ と も予想され る 。

　 上 記の よ うな 基本的な形態 を示 さな い チ ュウ 積平野 も非

常 に 多い
。 図

一3．1 の 左半部がその 例 で あ る 。 山 地 が 外海

に 面 して い る地域 に み られ る 平野が こ の タ イ プ で あ る 。 そ

こ で は II】川 の コ ウ 配 が 急 で あ る た め に 、レ キ，砂，泥 が 陸上

で 分離され る こ とな し：二，河 口 ま で 運 ばれ る 。 河 凵 は 外海

に 面 して い るた め に ，砂 や泥 は 沿岸流で 運ば れ た り，深海

に タ イ積 す る 。 そ の 結 果 ， 河 川 の 運搬物質が 多い 場 台に は

扇 状地 が 直接海 に 突込 ん だ よ うに み える チ ＝ウ積
’i哩チが 形

成 され る （図
一3，1の D ）。 静岡県の 大井川，富十 川 ，安倍川

な どが その 例 で あ る 。 ま た
， 河川 の 運搬物質が 少な い と，

深 い 内湾が形成 され，そ の 湾奥 に狭 い 平野 が形成 され る だ

け で あ る （図
一3，1の E ）。こ の よ うな平野や低地 の チ ュ

ゥ積層は ， ほ とん ど砂 レ キ層か らな る。 しか し， 臨海部で

は ， 有楽町海進 の 影響を受けて 砂 層や 泥層をは さむ 。

　湾 口 部を砂州で 閉塞された り， 主 谷へ の 出 口 を主谷の タ

イ積物で 閉塞された り した小谷の 谷底で は ， 海面変化 に 伴

う河 谷 の 埋 積 過 程 が 強制的 に 変化 さ せ られ る 。 河川 の 運 搬

物質の 量 が 多い 場含には ， 外海や 主 谷へ 搬出され て い た 物

質が谷を 埋 め る た め ，埋 積 が進む 。 その 結果，低地 全体 と

し て は 泥質 で は あ る が，河道沿い に 形成 さ れ た 狭長な砂 レ

キ 層がみ られ る など，岩相変化の 著 しい チ ュ ウ積層からな

る低地 が形成 され る （図
一3，1 の F ）。ま た ， 河川 の 運搬

物質 の 量が少な か っ た り， 細粒で あ る場合 に は ，砂州の 背

後 に 潟が残 された り ， 埋積され た と して も泥炭を含む な ど ，

沼沢 地 性 の タ イ積相 を 示す （図
一一3．1の C ，G ）。 い ずれ の

場合も， 出 口 を閉寒 され た 時期 が ，
チ ュ ウ積層の 岩相に 影

響する。

3，7　地轂変動 に よる影響

日本の チ ュウ積
’
ド野 の 形成 過程 で 考慮 しな けれ ば ならな

March ，1974

講 座

い 卞 要 な 開 題 に 地 殻変動 が あ る 。 日 本 に お け る 火規模な平

野は 沈降域 に 形成 され，沈降の 中心 部 で は ］mm ／年程度

の 速さを示す こ ともまれ で は ない 。 有楽町海進 で の 海面上

昇速度は lo　mm ／年程度 で あ る の で
， 数％〜1〔，％ほ ど海面

上昇速度を早 め てい る の と 同 じ結果に な る 。 ま た ， 有楽町

海進 の 極相期 （約6，  00年前）以降 の 海面変化量 は ，
O．1　mm

／年 の オ ーダー
で ある の で ， 地殻変動量 の 方 が大 きくな る

こ と もあ る 。 その 結果，チ ＝ ウ 積平野 の 地形の 配列や頂部

層の 岩相 に 著 しい 影響 を与えて い る 例 が 多 い 。

一一・
方，半島

の 先端部などの 隆起地域 で は ，波食台 が離水 して ， 海岸段

丘 を形成 して い る こ ともあ る 。

　地殻変動は ，海面変化 とは 異 な り，隆起な ら隆起，沈降

なら沈降と同 じむ きに 永続 して い る。 した が っ て，その 影

響 は ， 埋没地形 に も現われ，その 頂面高度が形成時 とは か

な り異なる こ と もあ る 。 そ の うえ，地 殻変動 の 速さは 平野

ごとに 異 な る し， 平野内に おい て も差がある こ とに 注意せ

ねば な らな い 。

3．8 あ と が き

　 臼木の 沿岸部の チ 、L ウ積平野 に み られ る地形を，お もに

地 盤 との 関 係 か らみ て き た が ， 実例 に つ い て は ほ とん どふ

れ な か 勹た 。
チ ュ ウ積平野 の 地形 と地質との 関係 に つ い て

実地 に 検討を 加吏 る さい に は ，実例をも っ て 解析的 に 考察

して い る 池 田 （1964）や 門村 （1965 ，
1968） に よ る研 究 は

非常に．参考 に なる
5〕
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